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成 時 体 重 雄 18-40グラム
雌 20-40グラム
性 成 熟過 食 6週
妊 娠 期 間 19-21日
産 仔 数 6-13仔





成 時 体 重 雄 1500-6000グラム
雌 1500-6000グラム
性 成 熟 週 令 16-24週
妊 娠 期 間 31-32日
産 仔 数 5-lo仲




























成 時 体 重 雄 90-140グラム
雌 100-150グラム
性 成 熟 週 令 6-8週
妊 娠 期 間 15-18日
産 仔 数















































































1.新薬候補物質 予備スクリー ニング (invitro, invivo)
の選択 本 スクリーニング (invitro, invivo)
2.前臨床試験 有効性の検討 安全性の検討 薬物動態の検討
(薬効試験) (毒性試験) (薬理試験)
急性毒性,亜急毒性,慢性毒性, ADME試験
生殖,催奇形性,変異原性, (吸収,分布,
癌原性,依存性,局所毒性,抗原性 代謝,排他)
3.治験届 厚生省宛て
4.臨床試験 Phase I
Phase I
Phase II
5 .製造承認申請 厚生省宛て
6 .新薬認可 厚生省より
時代もありました｡動物の自然発生癌を用いて研
究することもあります｡しかし何時でも実験した
いときに,そしていつも同じような条件で研究し
たいときには,例えばマウスにマウスの癌細胞を
移植して研究します｡これを癌細胞の同種移植と
いっています｡
人間の癌を研究するのに一番都合がいいのは,
人間の癌細胞を動物に移植して研究することです｡
これを癌細胞の異種移植といいます｡この場合に
は人間の細胞を人間ではない実験動物に移植する
のですから拒絶反応が問題となり,移植した癌細
胞が死んでしまいます｡したがって拒絶反応を抑
えるいろいろな工夫をして実験を行います｡
拒絶反応を押さえると言う事は,免疫反応を押
さえると言う事ですから本来の状態とはかなり異
なりますので,人間の癌の状況を正確に再現して
いるかどうか問題となります｡先ほど述べたヌー
ド･マウスは先天的に免疫不全の動物ですから人
間の癌細胞を移植しても拒絶反応を起こしません
ので実験には便利ですが,やはり免疫機構がない
ということで本来の癌患者の状態とは異なること
になります｡
これらの不備,困難さがあるにせよ人間の癌細
胞を動物に移植することによって,どれだけ癌の
研究が進歩したか計り知れないものがあります｡
その結果塙の本体についての基礎研究,治療法の
大きな発展があり,また治療薬も開発されてきた
のです｡
7.終 り に
癌をはじめとしていろいろな病気の研究には,
病気そのものの基礎的研究,治療法の研究が必要
です｡治療薬の研究開発にしても人間に投与する
前には,実験動物を用いて出来る限りの安全性と
効果の試験が行われなければなりません.このい
ずれにとっても実験動物の存在は欠かせないもめ
です｡
心理学の研究にも実験動物が使われています｡
研究の目的によっていろいろな種類の実験動物が
必要になります｡例えば糖尿病の研究をするのに
適した自然発症糖尿病マウスが存在すれば,糖尿
病の研究は大きく前進するでしょう｡これは実際
すでに岡山大学の猪教授によって作出され利用さ
れています｡
岡山実験動物研究会では岡山地域の大学,官公
庁民間の研究機関から医学,薬学,農学,家政学,
心理学など幅広い分野の研究者が集まって,実験
動物それ自体の研究,あるいは実験動物を利用し
た研究の成果を交換しあっています｡
これらの枠を越えて学生,御家庭におられる一
般の方々あるいは分野の異なる方々にも実験動物
について興味と関心を持っていただき,そして理
解を深めていただきたいと願っており,今日のお
話が少しでもお役に立てば幸いです｡
